
九
月
二
十
一
日
（
月
）
平
成
二
十

七
年
度
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

今
年
は
天
候
に
も
め
恵
ま
れ
、
晴
れ

て
穏
や
か
な
秋
晴
れ
と
な
り
ま
し

た
。今

年
の
敬
老
会
に
は
特
養
、
シ
ョ

ー
ト
、
支
援
ハ
ウ
ス
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
、
過
去
最
高
の
１
０
０

名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
一
時
半
過
ぎ
に
は
続
々
と

会
場
に
集
ま
っ
て
き
て
、
午
後
二
時

の
開
演
時
間
に
は
特
養
ホ
ー
ム
二

階
の
食
堂
は
参
加
者
及
び
家
族
で

満
員
御
礼
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
二
時
か
ら
式
典
が
始
め
ら

れ
る
予
定
で
し
た
が
、
準
備
が
整
っ

た
た
め
、
五
分
ほ
ど
早
め
て
始
め
ら

れ
ま
し
た
。

始
め
に
中
村
親
雄
理
事
長
よ
り
挨

拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
来
賓
を
代
表

し
て
、
浜
川
謙
夫
村
長
よ
り
ご
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
松
本
裕
一
村
議
会
議
長

の
音
頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
当
施
設
の
九
十
歳
以
上
入

居
者
、
ご
利
用
者
の
紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

やすらぎの里便り
社
会
福
祉
法
人
つ
つ
じ
会

発
行
責
任
者
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◆
九
十
歳
以
上
の
入
居
者

及
び
ご
利
用
者

○
特
養
入
居
者

・
鈴
木
つ
や
子
さ
ん
（
九
十
三
歳
）

・
清
水
初
江
さ
ん
（
九
十
三
歳
）

・
松
本
キ
ヨ
さ
ん
（
九
十
三
歳
）

・
前
田
か
め
さ
ん
（
九
十
一
歳
）

・
中
村
奈
を
子
さ
ん
（
九
十
一
歳
）

・
松
村
喜
一
さ
ん
（
九
十
歳
）

○
在
宅
利
用
者

・
石
野
田
つ
る
江
さ
ん
（
九
十
六
歳
）

・
石
田
と
く
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

・
前
田
市
之
助
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

・
清
水
行
子
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

・
石
田
芳
子
さ
ん
（
九
十
二
歳
）

・
関
多
美
子
さ
ん
（
九
十
一
歳
）

・
松
本
貞
子
さ
ん
（
九
十
一
歳
）

・
佐
藤
譲
さ
ん
（
九
十
一
歳
）

・
松
江
二
朗
さ
ん
（
九
十
一
歳
）

・
山
田
ゆ
き
子
さ
ん
（
九
十
一
歳
）

・
石
田
利
太
郎
さ
ん
（
九
十
歳
）

・
蛯
子
東
一
さ
ん
（
九
十
歳
）

・
鈴
木
富
由
子
さ
ん
（
九
十
歳
）

九
十
歳
以
上
の
入
居
者
の
方
に

は
神
津
島
村
よ
り
祝
い
金
が
届
い

て
お
り
、
代
表
し
て
鈴
木
つ
や
子
さ

ん
が
浜
川
村
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
神
津
島
村
社
会
福
祉
協
議

会
よ
り
、
記
念
品
が
届
い
て
お
り
、

代
表
し
て
松
本
キ
ヨ
さ
ん
が
梅
田

満
政
神
津
島
村
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
職
員
、
有
志
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
演
芸
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

始
め
に
一
階
事
務
職
員
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
「
組
曲

W
e

w
ill

rock
y
ou

2
0

1
5

バ
ー
ジ
ョ
ン
」
と

二
曲
目
は
神
津
島
の
曲
を
現
代
風

に
ア
レ
ン
ジ
し
た
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
と
バ
ン
ド
演

奏
に
よ
る
歌
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

次
の
中
学
生
、
高
校
生
、
及
び
村

民
の
有
志
の
方
に
よ
る
「
大
漁
節
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
市
川
ふ
ゆ
子

さ
ん
、
中
村
友
菜
さ
ん
、
柏
熊
彩
未

さ
ん
、
浜
川
花
梨
さ
ん
、
石
田
あ
ん

な
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。



次
に
二
階
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
栄

養
課
の
職
員
に
よ
る
「
お
祭
り
マ
ン

ボ
ソ
ー
ラ
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
お
祭
り
マ
ン
ボ
ソ
ー
ラ
ン
」

は
美
空
ひ
ば
り
さ
ん
の
「
お
祭
り
マ

ン
ボ
」
を
Ｊ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
風
に
ア
レ
ン
ジ

し
た
曲
を
ベ
ー
ス
に
踊
る
曲
で
、
新

調
し
た
法
被
と
手
作
り
の
小
道
具

を
使
っ
た
踊
り
で
、
会
場
も
大
変
も

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

次
に
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
「
ダ
ン
ス
Ａ
Ｋ
Ｂ
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
Ａ
Ｋ
Ｂ
の
衣
装

に
身
を
包
み
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
ヘ
ビ
ー

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
踊
り
、
会
場

を
爆
笑
の
渦
に
包
み
込
ん
で
い
ま

し
た
。

次
に
飛
び
入
り
参
加
と
し
て
、
土

谷
文
治
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ

演
奏
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
や
す
ら
ぎ
の
里
敬
老
会
に

は
三
回
目
の
出
演
と
な
る
神
津
島

三
線
の
会
「
涼
風
（
し
だ
か
じ
）
」

に
よ
る
三
線
の
演
奏
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
演
奏
者
は
菱
田
清
和
さ
ん
、

三
谷
理
恵
子
さ
ん
、
福
地
恵
一
さ
ん
、

福
地
玉
美
さ
ん
で
し
た
。

一
曲
目
は
「
十
九
の
春
」
、
二
曲

目
は
「
童
神
（
わ
ら
び
が
み
）
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
「
十
九
の
春
」

は
田
端
義
男
さ
ん
が
歌
っ
て
居
ま

し
た
の
で
、
皆
さ
ん
知
っ
て
お
り
一

緒
に
歌
っ
て
居
る
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。

最
後
に
三
階
の
特
養
、
医
務
課
職

員
に
よ
る
「
沖
縄
民
謡
「
安
里
屋
ゆ

ん
た
」
の
エ
イ
サ
ー
神
津
バ
ー
ジ
ョ

ン
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

三
線
の
会
「
涼
風
（
し
だ
か
じ
）
」

の
生
演
奏
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
の
踊

り
で
、
三
線
と
太
鼓
に
よ
る
軽
快
な

踊
り
で
、
会
場
を
大
変
も
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

最
後
に
前
田
施
設
長
に
よ
る
三

本
締
め
で
今
年
の
敬
老
会
は
大
変

好
評
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。



社
会
福
祉
法
人
つ
つ
じ
会
理
事

会
・
評
議
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
及
び
各

会
計
決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
総
括
と
し
て
「
貸
借
対
照

表
」
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
や
す
ら
ぎ
の

里
に
て
ご
覧
下
さ
い
。

平
成
二
十
六
年
度
決
算
報
告



六
月
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
ミ
ニ
運

動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
梅
雨
空
を

吹
き
飛
ば
す
よ
う
な
熱
気
に
包
ま
れ
、

ど
の
利
用
者
さ
ん
も
元
気
に
競
技
に

参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

七
月
、
ホ
ー
ル
を
飾
る
大
き
な
笹

飾
り
が
出
現
！
利
用
者
さ
ん
の
さ
ま

ざ
ま
な
願
い
が
込
め
ら
れ
た
短
冊
で

彩
ら
れ
ま
し
た
。
リ
ア
ル
彦
星
と
織

姫
も
登
場
し
ま
し
た
。

八
月
は
神
輿
見
物
へ
出
か
け
ま
し

た
。
今
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛
暑
で
、

見
物
の
途
中
、
地
域
の
方
の
ご
厚
意

で
冷
房
の
利
い
た
室
内
で
休
憩
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
く
事
が
出
来
、
熱
中

症
に
な
る
方
も
な
く
神
輿
を
楽
し
む

事
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

九
月
の
最
初
の
行
事
は
バ
ス
ハ
イ
ク

を
行
い
ま
し
た
。
台
風
一
過
、
空
に
は

雲
一
つ
無
い
良
い
お
天
気
で
し
た
。
赤

崎
か
ら
多
幸
ま
で
の
ド
ラ
イ
ブ
は
、

普
段
遠
出
を
す
る
機
会
の
少
な
い

方
々
に
は
、
久
し
振
り
に
見
る
風
景

だ
っ
た
よ
う
で
、
良
い
気
分
転
換
が
出

来
た
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
の
行
事

六
月

お
や
つ
の
日
（
水
よ
う
か
ん
）

八
月

お
や
つ
の
日(

か
き
氷)

ス
イ
カ
割
り

九
月

中
学
校
運
動
会
見
物

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
行
事

（
六
～
九
月
）
ト
ピ
ッ
ク



◆
御
神
輿
見
学
行
わ
れ
る

八
月
二
日
（
日
）
毎
年
恒
例
の
御

神
輿
見
学
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年

午
前
中
は
小
学
校
校
庭
で
、
午
後
は

漁
協
の
前
で
御
神
輿
の
見
学
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
非
常
に

暑
い
気
候
が
続
い
て
い
た
た
め
、
ご

利
用
者
の
体
調
を
考
え
、
朝
一
番
の

小
学
校
校
庭
で
の
御
神
輿
見
学
の

み
と
な
り
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
は
小
学
校
校
庭
に

設
置
さ
れ
た
テ
ン
ト
で
、
二
日
目
の

御
神
輿
出
発
を
見
学
し
ま
し
た
。

今
回
は
ご
利
用
者
の
体
調
な
ど

を
考
慮
し
て
、
十
名
が
参
加
し
ま
し

た
。山

車
に
続
い
て
小
学
生
の
御
神

輿
、
最
後
に
高
校
生
の
御
神
輿
を
見

学
し
ま
し
た
。

木
遣
り
と
御
神
輿
の
か
け
声
を

聞
く
た
び
に
ご
利
用
者
も
興
奮
し
、

大
変
悦
ん
で
い
ま
し
た
。

◆
納
涼
祭
行
わ
れ
る

八
月
三
十
日
（
日
）
納
涼
祭
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
以
前
は
三
階
の
テ
ラ

ス
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

は
気
温
が
高
い
状
態
が
続
い
て
い

た
た
め
、
ご
利
用
者
様
の
体
調
や
食

中
毒
予
防
の
た
め
、
食
堂
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

ホ
ー
ル
や
食
堂
は
提
灯
が
飾
ら

れ
、
さ
ら
に
ス
タ
ッ
フ
は
、
男
性
は

甚
平
、
女
性
は
浴
衣
き
て
、
お
祭
り

の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

食
事
は
ご
利
用
者
が
好
き
な
も

の
で
あ
る
、
エ
ビ
フ
ラ
イ
や
刺
身
、

ち
ら
し
寿
司
、
あ
ん
こ
玉
、
白
和
え
、

フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
な
ど
が
、
バ
イ
キ

ン
グ
形
式
で
出
さ
れ
、
自
分
が
食
べ

た
い
も
の
を
、
好
き
な
だ
け
食
べ
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
ノ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
で
す
が
、
ビ
ー
ル
も
用
意
さ
れ
、

希
望
者
に
は
配
ら
れ
ま
し
た
。

前
田
施
設
長
の
挨
拶
の
後
、
食
事

を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
の
後
、
お
や
つ
の
時
間
に
ホ
ー

ル
に
て
ス
イ
カ
割
り
と
カ
ラ
オ
ケ

を
行
い
、
ご
利
用
者
の
皆
さ
ん
大
変

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

特

養

行

事

ト

ピ

ッ

ク



行
わ
れ
、
大
変
好
評
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
。

九
月
一
日
付
け
で
、
新
し
い
職
員

が
入
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
長

福

地

恵

一

広
報
委
員

鈴
木
ひ
ろ
子

広
報
委
員

桜

井

延

一

広
報
委
員

藤

井

智

久

新

人

職

員

紹

介

護
技
術
向
上
の
為
、
定
期
的
に
講
習

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
介
護
用
品
メ
ー
カ
ー
の

株
式
会
社
光
洋
か
ら
オ
ム
ツ
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
方
と
営
業
の
方
を
迎

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
で
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
太

田
黒
さ
ん
の
指
導
で
、
正
し
い
お
む

つ
の
取
り
扱
い
方
や
、
取
り
付
け
方

な
ど
の
ほ
か
、
陰
部
洗
浄
法
な
ど
を
、

実
演
を
交
え
な
が
ら
約
一
時
間
半

教
わ
り
ま
し
た
。

職
員
か
ら
は
活
発
に
質
問
等
も

り
住
み
ま
し
た
。

主
人
を
亡
く
し
て
か
ら
、
社
会
人

と
な
る
娘
た
ち
と
上
京
し
ま
し
た
。

介
護
職
に
入
っ
た
の
は
五
十
歳

を
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
ケ
ア

マ
ネ
と
し
て
、
新
天
地
に
て
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
好
奇

心
旺
盛
で
す
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
情

報
を
待
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

猛
暑
の
夏
も
過
ぎ
、
清
々
し
い
秋

晴
れ
の
天
気
が
続
い
て
い
ま
す
。
今

年
は
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
も
五
連

休
と
な
り
、
島
に
も
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
、
沢
尻
湾
の
テ
ン
ト
の
数
も

多
く
、
ホ
ー
ム
周
辺
も
何
か
と
賑
や

か
で
す
。

今
日
、
や
す
ら
ぎ
の
里
の
二
大
イ

ベ
ン
ト
の
敬
老
会
も
無
事
終
了
し
、

ひ
と
段
落
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
や
す
ら
ぎ
の
里
の
情
報

を
、
出
来
る
だ
け
多
く
紹
介
し
て
い

九
月
十
七
日
（
金
）
午
後
七
時
よ

り
、
施
設
介
護
課
主
催
の
「
お
む
つ

講
習
会
」
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

や
す
ら
ぎ
の
里
で
は
職
員
の
介

護
技
術
向
上
の
為
、
定
期
的
に
講
習

◆
所
属

介
護
相
談
課

林

綾
子

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
林
綾
子
で
す
。

九
月
一
日
に
、
神
津
島
村
民
と
な
り

ま
し
た
。
出
身
は
関
西
で
す
が
、
結

婚
後
は
、
岡
山
、
宮
崎
、
広
島
と
移

り
住
み
ま
し
た
。

編
集
後
記

猛
暑
の
夏
も
過
ぎ
、
清
々
し
い
秋

お
む
つ
講
習
会
行
わ
れ
る



この夏も地活はチャレンジしました！

暑かった夏もいつの間にか過ぎ去り、秋を感じさせる日が多くなってきましたが、皆様におかれましては

いかがお過ごしでしょうか。

この夏も地活はチャレンジし、また様々な行事も行ないました！

（記 鈴木 明男）

神津島村地域活動支援センター

http://blog.goo.ne.jp/tikatukozu

２７年 9 月号

今年も 7 月の末から約 1 ヶ月まっちゃあれセンターで出張販売を

行ないました！今回は利用者・職員の頑張りと、皆様のご協力のお

かげで昨年の売上を大きく上回ることができました(^o^)

地活農園ではキュウリ・トマ

ト・ナス・カボチャを栽培し、

職員に販売しました！（残念な

がらカボチャはダメでした）

(>_<)

カラオケ大会です！

南駐在所にお願いし

て「安全講話」も

開催しました。


